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・ 昨年10-12月期の英国の実質ＧＤＰ成長率の改定値は、前期比＋0.7％と速報段階の同＋0.6％から上方

修正された。これは速報後に発表された12月の鉱工業生産の上振れなどを反映したもの。新たに発表

された需要項目別の内訳は、設備投資が同▲1.0％と成長の足を引っ張ったが、個人消費が同＋0.7％

と堅調な伸びを持続、住宅投資が同＋2.5％とリバウンドし、輸出の急増（同＋4.1％）を主因に外需

寄与度が同＋1.3％ポイントと成長を後押しした。 

・ 国民投票後の英国景気は、ＥＵ離脱による悪影響の顕在化がまだ先なのに対し、ポンド安進行による

輸出の増加、海外からの観光客増加（サービス輸出の増加）、海外旅行手控えによる国内消費への代

替などが支えとなり、堅調な成長を続けている。ただ、足許でインフレ加速に伴う小売統計に急ブレ

ーキが掛かるなど、ポンド安と原材料価格上昇による悪影響も次第に顕在化している。今回のＧＤＰ

統計でも、名目雇用者報酬が同＋0.1％に減速するなか、消費デフレータが同＋0.6％に加速し、実質

雇用者報酬は同▲0.5％落ち込んだ。貯蓄率低下でひとまず消費の拡大を続けている形だが、今後は

徐々に消費の下押し圧力が顕在化することが予想される。また、サーベイ指標で示唆された通り、企

業の設備投資が３四半期振りに落ち込んだ。世界的な製造業循環の改善が下支えとなるものの、ＥＵ

離脱による不透明感から、企業が投資手控えに動き始めている可能性がある。 

■英国：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■英国：業種別ＧＤＰ
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■英国ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質

ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需
個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入

投資

14/10-12月期 1.4 3.4 (2.3) ▲ 0.6 ▲ 1.0 2.8 (1.2) (1.0) 16.8 11.6

15/1-3月期 1.3 1.0 (2.5) 3.0 1.7 6.0 (▲ 8.3) (▲ 1.5) 13.3 17.5

15/4-6月期 6.0 1.9 (▲ 0.3) 2.0 3.6 5.0 (▲ 10.9) (2.2) ▲ 2.8 ▲ 8.9

15/7-9月期 ▲ 0.3 1.1 (2.5) 4.0 2.3 3.2 (▲ 6.9) (▲ 1.4) ▲ 2.4 2.2

15/10-12月期 1.5 2.8 (▲ 1.6) 1.6 ▲ 0.7 ▲ 3.6 (1.0) (4.4) 25.8 8.6

16/1-3月期 3.9 0.6 (4.6) 3.6 1.6 0.4 (▲ 0.9) (▲ 4.0) ▲ 11.1 1.4
16/4-6月期 6.6 2.3 (1.4) 3.0 0.3 ▲ 0.6 (▲ 1.3) (1.0) 4.9 1.5

16/7-9月期 3.5 2.3 (7.1) 3.3 ▲ 0.2 3.8 (0.2) (▲ 4.9) ▲ 10.0 5.5

16/10-12月期 5.6 2.9 (▲ 2.5) 2.9 0.8 ▲ 0.1 (▲ 6.2) (5.4) 17.3 ▲ 1.4

出所：英統計局  


